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≧・炉㌧難ぐ皆、

　本層群　繕厚　 塾なり譲§化にき二み，加治州、’い｛峯約

芝｛／（撫，中部の新谷照流．．鑓嬰（／獣十，鹿瀬イ・爺鷺30墜慧 ト

　　　　　　　　地域護部（赤谷断贋以灘1藩：ζ、柔び講1薫

部で虹脚本灘群緯二欠如す～繋ものとf轡嚢叩畿ふブ

　髪ノi描’、1；つ　瓜，煮1二瓢いう三鳩讐群レ、1、津刷腰砂岩礫岩

　港．懲）加漁川ぞい欝／窺堀膳叢鷺難の礁駈饗舷考薫．たもの1よ

　　　欝驚約鐸憩，　新魯謝騒は導〔）灘停一で誘聾謄溌　本礫戴

　　　騰で沸：堪1轡を1殺定しえ二乙とについて娘／幾会を改霧藁

　　　てふれたい難

葺一（憩1）
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擦
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　　　　　　　　　　　　　　　顎　　　　　　　　O　　　　l灘｝　　　諜鑛

　　　　　　　　一＿醐
　新潟県蕉鎖村饗遡世質園1頂鰍（第露籔麹臓〉

部層瀞5〉下にあつて変質火山岩類などを特微的に伴う地

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　ゆ　や
層を一播して呼んだも8）で，従来の鹿瀬層，i三咄谷層を

併わせた董）のに，ほぼ相瓢すると考え蕪㈲9

　なお，㎏の調査では本層群の詳しい層序，

内容注鱒などを充分にできなかつたので，

称1主㈹とす7．

　黛．驚．黛　津川層

古生物学的

地層名は仮

本層は地域東部におも紅露出し，一部は赤谷断層以西

控欝〉藤葭（文献紛の観音沢砂礫岩に対比藤れる。

注！6〉新潟大学（文献工4）の鹿瀬層および欝出谷麟の

　　大部分，林（文献8）の翫層以下，細井ぐ文献㌘）

　　のA～P磯にほ獄当ると考える．
漂弧7）西山量平が沸ぜ欝諾齢㏄麟躍ぎ』勲」矯　（G蔭P憩　を

　　採取したといわれる地、意は貴本層群鈴上部層準に

　　あたると思われる。

注懲）本層群は鹿瀬付近には標式酌露溝がなく，ま漁

　　東方の騨咄谷地域の調査　（昭和鐙年度）結巣毛

　　未整理畷あるので，ここには鹿瀬層・縫照谷麟の

　　名称は用いないで，一括して三蕪韻鱒群どした。

に分布するが，下部に砂岩・礫岩など…連の堆積層があ

絵，上部には酸性の火山罰暦岩類，流紋岩類がみられ、

蕎褥

　下部を砂岩礫燐部層，．熱部を凝荻岩部層とする．

　砂岩礫岩部層は藤1轡　〉観音沢砂礫岩に対比される
　　　　　　　　ヤさもぼ
が，地域南酋部の谷花付近においては下部層準紅，比較

的厚く緑色凝次岩が発達し，一部には泥岩，炭層（旧福

田炭砿，L（鳳鋤3魂）をはきむ．付近の観音沢力ら，か

つて，慕叩羅繍ぬ鍵，COm露蝋ip靭賑mンなどの植物化

石を産L、乏捻著名である、、

　この砂岩礫岩部麟は鹿瀬付近より土倉山をへて新谷欝

付近に至つて肥厚し　（層厚銭○伽聴），花闘岩に麟め

て外観が類似したアル聡一ズ砂岩，炭層瀞郭をはさみ，

一部には凝灰岩および泥岩がみられ．恐。

　加治川川岸における本部層には白色の角礫凝茨岩質偽

　淫欝）際安部，天灘燃料，東越炭砿，いずれも長沢蒔

　　　資料による。
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地質調査蟹縄報　（第鷲巻　第＄響〉

礫岩が発達し，簾質物薄層が非常に多い。Lo鴛，1蕪には

石炭の撫坑がみ1裾L，そσ耕には植物化石が勢産する。

　尾藩二亨濡蒲）拶）鑑定によ象磯讃次のと《鎗りであぞ）。

　　　溝糞嬬磯辮魏縄爵融艶勲蜘（灘w難）

　　　α纏翻翻雲麟辮、

　　　α鋤魏鍵欝撫塾

　赤谷断層以西の北ゐり赤谷，三川村1二嶋，同岩谷北部

には，本部層に相当すると思われ塁砂岩，礫岩層が花醐

岩類を基盤として分布し，ウランを，有する．

　吉可沢地区で嫁，原子燃料公福の実施したトレンチの

欝周蒼もおよび同社の1試錐i探鉱の資料などか1、判断して，す

でに鈴木が発表榊したように，本部層の層厚はう写く，

7～3伽程度で，地区内（水平方向に約豹Om）にお！、・

ては北方に層厚を増す傾1憩がうカがえ署（第4図，第響

図）。

　窪た，本地区紅おけるこの部屠の上位には酸性凝荻岩

（後記凝荻岩部層に相当〉がくるが，次のような砂岩・

礫岩などの累重関係、gみ、ダ．られ蕎。

　．i二部ご古生層礫主め礫岩層，層厚韓耳・

　　　　　妙岩・礫癒の互層
　　　　｝

螂鷹㌍蒙論欝野）
　　　　　　　　　　　　　　　層厚　2～憾難

　下部1花醐岩類礫主の礫岩層，層厚　3～7聡

　以上㊤関係韓本都層の層厚にかかオ職ず，荊記ト▽ン

チ（慈箇所〉，および試錐（7本）σ籠柱状を通じてみ遊）

れるが，申部ご）砂岩・醗i岩互層の膨縮がもつとも著しいむ

また，下部（ヌ）花醐岩質の1謬傑層ll淘汰ン悪く，角陵のあ

る花講岩類の1礫をしばしばふくんでいる。む1隻．らび墨

重関｛系のうち，蓬　講1に古生層源θ）礫を主とする

轡ラが、あ），下部，こ花醐岩類礫を主とする‘‘白玉膜岩b

がみられること／薩、1．1の神撫岩脚）（新微驚擁羅辺），八木

出の礫岩層’〉（津鋸町東部）の場合と共通している。津州

層上部び）凝萩岩部層　酸性の火江1砕層岩類・流紋岩類が

ノ王倒的鑓夕いが，地区ヂよ勢，岩ビ欝およびその組み合わ

せが，かなり，変化する“

　地域北部の加治／l腕／戚、こおい娯i流紋岩類1塾〉が依く

分布するが，新谷娼（若栗瀞穫1付近）業は流紋岩類鈴発

達は隷とんど藷　　　　砂質凝双岩・層繋轡が主とな

るの

　さらに，大嶺！lとその南部の通称“雁田抄贈において

　注20）地鐵調査醗燃料部
　濾認）いわゆる5誘谷流縄劉，長l／轡〉のヂ醸ぐ漏

　　　癌v⇔嵐愈．

　浅22〉乗、定，麟準上は藤蘇轡の小手茂沢f鹿膿職に

　　　相益　鋤ると思われる。

は，酸性凝灰岩申に細粒砂岩・泥岩がはさま瀬．，一部

（L鉱！鎗の　の細粒砂岩中1こは貝化石泓㈱を産し，大

峯肉付近には粗粒玄武岩の小岩脈がある．
　　　　　　　　ぴルき
　土禽山以南から1翻時（地域南東部）にかけては，ふた

たび，流紋岩類および同質’凝荻岩類が環越するが，諏

訪峠北部には層荻岩的の微細粒め凝灰岩がみられる。
　　　　　　　しらひげ
　諏訪峠以酋，白髭山，荒倉山，砥石山一帯賦）流紋岩は

誌石英流紋轡’？三脚〉が主覧　同岩体欄縁の一部では真珠

岩となる、

　斎可沢地区では，本都層は白色凝荻岩が多く，砂岩・

礫岩部層を整合的に覆うのがトレンチなどによつて観察

されるが，書可沢東方　（LoC45鱒）4）凝灰岩部層から

む編醗榔1霊麺をえた、、このむ癬鎌弊は硬質の角礫凝茨

　　　　　　　　　　　　　　　　　あさひだゑ岩中に密集し，谷花西方（L鯉。箋288），旭滝（L◇馨。4餅，
　　　　　　　　　でザさかく　　　　　　　　　　　　　ふくとむ
南部隣接津州地域，出角山南方）および福取（津川町東

方約＄、縫熾，昭和39年度調濤、）などにおける撒鋤勢8

と，1鋤瓢同麟準（本部屠最下部ないし下部）のものと

考え嘉）れる。

　以上の凝荻岩部層は憩G～80伽の層厚透鴫ち，岩質

上，藤貯）の広谷凝茨岩に対比されよう注諭。

　焦慧講粟瀬層

　地域中部から同西部寄りの地区に，南北に伸長した形

で露出し，暗褐，暗灰ないし黒色泥岩を主体とし，微細

粒～細粒砂岩，酸性凝灰岩（とき紅ベントナイト化）を

はさむ地層を粟瀬層とした波㈱。

　本層の泥岩はノジ識一ル（団塊〉がみられ，し／、1ごしば

雲母（黒雲母）片にとみ，謹瀬3羅蜘霧を産するほか，

新保鋤，山田㈱によつて有乱虫壕ど」微化石の産出が

報じられてい燕⇔

　本層中、覧は粗粒玄武岩・流紋岩などの頚、“岩類があ

る。

　下位津川膚ご本層との境界は，泥岩を主とする厚い地
　　　　　　　　　　　　　　　ぎまシじ
層が終りその下位紅緑色凝荻岩（行地付近），砂質～層

灰岩的凝荻岩（三川灘泉付近）を主とする地麟がはじ穣

るところをも　で転．た。

　本層と津川層と1、蚕整合関係とみなされるが，地区によ

“ぐは本粟瀬層は80伽隆以上の層厚をもつと概算され

る。

　漉23）新潟大学の縫分による。

　注鍵）．谷花付近のものと陶一種とみ鄭れる。

　注懸）行地東方の本部麟か編嫌三i僻）は8嫁μ硬瀞霧甜

　　　辮擁磁5糟．，翻群麟欝鍵翻撫捻の産慮を報じてい

　　　る9池辺鋤がすでに手摘しているように本部準の
　　　少懸くとも，五部は七魯期に属すると考えられる、

　注26）藤鑓の粟瀬麟に岩質上対比する．炎沢嚇の新
　　　谷屡の大部分に愚ろう．

縮一一（農総）



飯豊山地南礪部慰おける斬第蹴系の放射能強度についで（黛の窯）　（坊城俊厚・轡柳揺義・鈴木泰輔）

黛．黛．轟新第黛系の構遣

　第驚図にもみら離，るように，地域内の新第三系は申部

（古館，古岐）付近を中心とレた盆地構造を形づくる。

盆地の西寄りに南北性の赤谷断層が通過し地層分布に

顕署な変位を与えるとともに，慕の盆地構造の形態を不

完全なものとしている。

地域南部の騨賀野指ぞいの焼由および黒崎山付近には

基盤古生層）隆艇部があり，両春を結ぶ線以南の地区の

構遣は南に闇いた半ベーズンで1》る滋三辮雛

地域内の主要な断層として慰，上記の赤谷断騰など南

北性のもののほか，旧三川鉱業勝の主要鉱脈を胚胎する

東1籔性のもの鱒などがみとめられ熱、

3．紘懸などの激射能強度

野外におけ愚岩石の欝然露頭（一部トレンチ〉の放射

能強度を欝鷺謙3型ガイガー一・ヵウンター一およびPG

亙0工OA：型シンチレイシ灘ン母　力少ンター一をも｝つて霧十漁9

しその結果を第慧図などにとり襲とめた。

窯．葉基盤岩類

地域内の古生腰は，測定数が少ないが，一般に放射能

強度は小さい．

花醐岩類についての計測は，おもに，赤谷断層以西鱒

ノ

第

　　　【　　　！

馨瀬讐1 一一　　
韓∫）

磁／ド／3　　　　記轟ア

極‘驚～7　／28試63
　　・灘鰯　 一　 （ε3）犠

　　　　1　　齢6　薦　擢薪

　　　　旨椙一

黛レ　、褥（の
　』籔1拙，（8）繊

　　　　1門．触
　　　　　　　　　　　で　　　　　 マ　ル　ニ　　　　　　耀　　 潔　　 灘　　 試認　　躍
　　　　　　　　　数

薫部地区で行なつたが，その対象は耗斑状花闘岩類聾が

　　 §楼尊嶽磐縫難
　欝　　艦鱒、、1数誌
、ぐ鋤

　　第斜顯　蹴擁嚇付近の地層簿1敏射鱈重磯
濫i）巣瀬麟のうも9．顧の計数葱が測驚され舞財〉はM魏跨

　みであ9て，大部分はi．3（1獄ギで爵）㍍

2）蜂二騨谷寧繊脅鷺鮮浅ぴ総｝il籾吉ケ沢融1獣懸懲瞭春ド

　滋難資糠激譲も
3〉．ヒ詑2〉纐勲嶺慶ラソ震癒lll心とした敏鮒能強度に

　ついズは纂馴て蹴ど藤照欝
4）平琵叩鍵撫蝋購ゆ算徳畢辮無

漆灘）藤田瞬の醐川構遣盆地の北縁部にあたる鱒

　第難図に示されるよ・）に計数比にして○．舗～欝．蒔○の

放射能強度を示し，その平均は叢．醸であつた．これら

の値は，嘗可沢および旧赤谷炭砿の含ウ雪ン新第三系を

のぞく他の各地層のものよ！）は大きいが，新発田市月岡
　　　くをうずこガ　ン
東部の∈軍水小川型花歯岩類回¢）示す敏射能強度爵など

1ξ較べて，多少，小さいものである。竹疑P紺轍よれ

ば，吉可沢および旧赤谷炭砿付近の含ヴラン新第三系直

下の花醐岩類のウラン備翫量は黛～§ppm程度で譲　．

　難．叢獄第蕊茶

　吉可沢および澱赤谷炭砿付近のヴランの産状などにつ

いては，すで軽，鈴木鱒，稲糟），堀川麟，須貝織，竹

田麟などの瀬文，発袋があ恐。

　この地区におけるウランの濃集とそれに基づく放射能

強度異、脳、、津川層砂岩礫岩部層ぴ）中部の砂暑・礫岩互暦

（黛．驚．黛参照）にみ、とめられるが，おもに炭質物薄層に

みら澄る、ただし，一部鈴異常などは問互層罫1の泥轡，

粗粒～糧大粒砂岩紅みとめ辱れ導ことがある．（第難灘，

懸曝艇○器縫トレンチ柱）1メ1など参照）

　トソンチの調査および試錐探鉱の結果5》では放射能異

常の最轟は計数比で約蓋○であり，放射能異常の強い（計

数比農．○以上）箇所は本地区の；ξヒ部と南部に分れて分布

L・ている“

伽麹・鋤による本地区のケラン禽有量の最高値は

蝋）鰐駕（鶴儀）であつズ，ウラン鈴濃集は炭質物中で

も鍵質燦の部分よりむしろ荻分鈴高い炭質頁岩豪たは炭

質泥轡部に多いとされ匿いる。

なお，露頭試料に鷲いて原子燃料公社が行なつた分析

注職によればウラア｝有蜘熱，○黛補．王膓（灘ρ婁）で

吉可沢以南の岩谷，讃戸方雛霞かけても，砂岩礫岩部

層の分布がみとめられ鵜が，調査した範囲では放射能強

度の異常はみ部れない。地域北部の照赤谷炭砿付近にお

いてもウ警ソの濃集および敏射能強度¢異常は轄三劉津川

腰砂岩礫岩部層の最下部付近一爽炭砂轡層鱒紅みられ

る．調査鷲網稼行していた雁取新坑濃獅の採炭切羽にお

いては厚さ約鰍撫の淡質泥轡の來みが欝．？～難．凝計数

比）の放射能異常を示した．

本地区については引きr、聴原子燃料公社が探釦沖で

濠鰍新しい資料が嶺鷲　あるので詳織ミ1二別θ）機会紅ゆ

窪28）朦子燃料公社東海製錬麹紛桝，昭和鑛年蕪月

　　懸購，分析試料数マ9
溌29）昭和35年惑鐸・羅ζ子燃料公社発舞．

注雛○）一赴牟谷巌砿，漏赤谷炭砿就羅欝方約玉k驚，第

　　露図⑦ひ

欝一一一（蕪嚢）



　　　　　　　　　　　　　　　・地質調、薮所唱月報

ずる。’

　調査当時判明していた本地区のウ嬬ン含嚇量は潟赤谷

炭砿坑内お、1二び坑外研1こおいて，○．○感～○．翼駕（翫（菊

であ導、　（原ぎ燃料公報屑善）

　一L記鷺地区を除いて1、外今旗三按墳纈査紅よ〆　　鎖署、な放射

能強度ジ饗常と称す／憾ものシ1よないFび，加治韻絹岸，

（bG5繊）’　試ナるヨ1囎群の墓蘇1礫雛幅2．2（）（、、1数

駕）の夕少轟い強度を1潟嚇、，また，通称“　　　　響

（L｛｝導。掻2薗）1こおいて瓢／粒砂器（津州轡砂イ1藝欝，響

の）中の炭質頁計薄層は，ゲ，照り曇恥欝1一ご○、oO3％

（鶴c萄の欝藩、を示した、，

　　　　　　　　　縄．総　　語

　今興紛調査紅よ｛ぐ，地域西部締繊断層以薦！鴛分布

す」新第三系ジ）うち，と～，彗墨r可沢嚢よびそれ以爾び）も

のに・．いて知兇を加える胤と1♂’ξ壽た⇔

　す爾　），この地懸璽新第三．品　　　に薄く！、重ある

が砂岩礫岩部層を伴い，鷹般花臨簸類．葦、つて連続1磁ト

ものとみられる。こ拶．癩鑛／隷矧深　暴．鐵．．1二二位の凝双

岩主φ地／馨＿の関係などから，麟密瞬w馨観；音択砂礫

；窪　対比するのが繋当で隔〆嫁、，

　また，地域北部の旧赤谷炭砿周辺の新第三系は砂岩，

礫膚相就　　醜1㌶丈り，．h位層控関遵，聴乱物資料裡明

らかでないが，岩質，周辺の地貫との関係癒どを考慮

し，前諜張与町沢祠桟丘の菟、のと樽藩繋1廻じ1欝輝｛　1嘆動ると、懇

　れ）。

　、1二記2地区における放！l逢能強慶の異常乱よびウ弾ンめ

濃集，ま，この砂暑礫岩部層申に限られてし・るが，密接瓢

伴う炭質物薄層の消長とと態、：二，かなり不安．慧よ産状を

紫している。地区内のウラン獄主として炭質物、閥係す

るこ1とが勢いが，礫質砂岩，礫岩基質部，石拠）下盤粘

土など疑沖轍も多少濃集しでいる。

　地域東部〆　　　　　4いては，既往の諸資料と｛7調

整が灘なり困難であり，今礪の層序騨ケなどにザいて曇、

閥題点力　・い。

　とくに，津州馨広谷綴茨岩に対比した津川層疑双岩部

層の区分やそ鋭）層序雛位置．津帽層と三潤層群とぴ境

界，三洲層群の内容などは今後検討すべき点であ』。

　核原料資源探査の、隷　らは，地域濯部の吉可択，同

以南，中ノ沢を中心とした地区は，事購の許す限り，さ

らに探鉱すべきであると考瓦られる。
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